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WB 1:500-1:2000,IHC 1:100-1:200,ICC/IF 1:100-1:200,FC 1:20-1:50

Calculated MW:55 kDa; Observed MW:55 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、TGFβ、インターロイキン1、WNT-1などによって誘導されるさまざまな細胞内シグナル伝達経路を媒介することが知られているMAPキナーゼキナーゼキナーゼMAP3K7/TAK1の調節因子として同定されました。このタンパク質はTAK1キナーゼと相互作用し、活性化します。このタンパク質のC末端部分はTAK1の結合と活性化に十分であることが示されており、N末端の一部はTGFβの優性負性阻害剤として作用することから、このタンパク質はTGFβ受容体とTAK1の間のメディエーターとして機能する可能性が示唆されています。このタンパク質は、マイトジェン活性化プロテインキナーゼ14（MAPK14/p38alpha）と相互作用して活性化することもできるため、MAPKK経路に加えて、さまざまな刺激に対するMAPK14の生物学的応答に寄与する代替活性化経路となります。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写変異体が報告されている。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
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	TAB1 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した HeLa 細胞抽出物のウェスタン ブロット分析。
	

	AMRe86404 で TAB1 を標識した HeLa 細胞の免疫蛍光分析。

